
こ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、
咽
頭
結
膜
熱
(
プ
ー
ル
熱
)
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
か
流
行
し
て
い
る
。
患
者
の
増
加
に
対
し
て
、
長
引
く
医

薬
品
の
供
給
不
足
。
こ
の
時
期
、
感
染
症
に
擢
(
か
か
)
る
と
、
今
ま
で

同闘闘園ー園綱純圏旧聞旧聞脚脚防
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化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
予
防
対
策
は
特
に

意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
と
う
王
子
神
谷
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
東

京
・
北
区
)
の
伊
藤
博
道
院
長
(5
0
)
に
現
状
や
対
策
な
ど
を
聞
い
た
。

プ
ー
ル
熱
患
者
最
多

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
加
速

し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
が1
2
月
上

旬
に
発
表
し
た
患
者
報
告
数
は、「
警

報
レ
ベ
ル
」
に
達
し
た
。
伊
藤
院
長

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
対
す
る
十
分
な
免
疫
を
持

て
な
か
っ
た
り
、
抵
抗
力
が
弱
っ
て

い
る
の
で
は
」
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
子
ど
も
を
中
心
に
し
た
咽

頭
結
膜
熱
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
プ
ー
ル

熱
の
患
者
数
は
、
過
去1
0
年
間
で
最

大
級
。
伊
藤
院
長
は
「
発
熱
や
の
ど

の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
出
る
溶
連
菌

感
染
症
も
増
え
て
い
ま
す
」
と
注
意

喚
起
し
、
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
後

○・ー
国
立
感
染
症
研
究
所
な
ど
に
よ
る
と
、

全
国
の
医
療
機
関
か
ら
報
告
さ
れ
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
患
者
数
は
、
今
月1
0
日
ま
で
の
1

週
間
で
1
医
療
機
関
あ
た
り3
3
・7
2
人
と
、

今
季
初
め
て
「
警
報
レ
ベ
ル
」
と
さ
れ
る3
0

人
を
超
え
た
。
全
国
約
5
0
0
0
カ
所
の
医

療
機
関
で
の
患
者
数
は
、1
6
万
6
6
9
0
人

4
0
人

綿

罰

10

0
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に
、
溶
連
菌
感
染
症
や
プ
ー
ル
熱
に

雁
っ
た
り
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
雇
っ
た
り
と
、
一
時
的
な
感
染

だ
っ
た
の
が
断
続
的
に
な
り
、
さ
ら

に
長
期
化
し
て
い
ま
す
」
と
現
状
を

訴
え
る
。
一
方
、
患
者
数
増
加
に
よ

る
需
要
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
医
療

用
医
薬
品
(
医
師
が
処
方
す
る
薬
)

不
足
が
長
引
い
て
い
る
。

特
に
せ
き
止
め
の
薬

厳
し
い
状
況
を
伊
藤
院
長
は
こ
う

話
す
。
「
品
不
足
は
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が、
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
せ
き
止
め
の
薬
が
深
刻
で
、
こ

こ
な
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
薬
局

が『
全
く
あ
り
ま
せ
ん』
と
の
答
え
で

し
た
」。
伊
藤
院
長
を
頼
り
に
地
方
)

ら
来
院
し
た
患
者
も
い
た
と
い
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
の
流
行
、

薬
品
不
足
に
よ
る
医
療
現
湯
の

機
。
こ
の
情
勢
で
は
、
感
染
し
な
い

こ
と
が
最
善
策
だ
。
「
ば
い
菌
や

イ
ル
ス
は
鼻
と
□
を
入
り
ロ
に

て
、
体
に
入
り
ま
す
。
で
す
か
ら
ま

ず
、
入
り
ロ
に
ふ
た
を
す
る
こ
と
で

す
」
と
伊
藤
院
長
。

マ
ス
ク
着
用
は
、
個
人
の
判
断
に

任
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
改
め
て
し
っ

か
り
行
う
必
要
が
あ
る
。
人
の
密

が
濃
い
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
環
境
は

回
避
し
、
そ
の
よ
う
な
環
境
に
遭
、

し
た
ら
、
帰
宅
後
、
う
が
い
を
十

に
行
う
。

□
腔
(
こ
う
く
う
)
の
バ
リ
ア
を

強
化
す
る
こ
と
も
対
策
の
1
つ
だ
。

伊
藤
院
長
は
「
唾
液
の
質
を
高
め
、

歯
周
病
菌
を
除
去
す
る
こ
と
(
歯
磨

き
)
が
大
事
」
と
強
調
す
る
。

歯
周
病
菌
が
出
す
タ
ン
パ
ク
質
分

解
酵
素
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
入
り
込
み
や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　

(1医療機関当たり)
1.北海道 極塵崩Z聖園・. ・

2.宮城県 魂蜜豆愛聖霊

3.大分県 iE欄IZ聖圃

5.三重県 藍肥夏胆豊

6.熊本県 整彊霊湧更醒

　　 　　　　
　 　 　　　　

　　　　
　　　　　
　　　　

厭
誓

).

7.群馬県 1帽淫扇囚国

8.長野県 1禰琴翼囚霞

9.福岡県 霊園翻更璽

0.新潟県 監艶1呪因圏・ ・・ ; 白 …

…(1
2
月
4
臼
~1
2
月
m
日
)

-

2
0
2
3
年1
2
月1
3
日
集
計
‐

・
出
典

国
立
感
染
症
研
究
所

一

　

　

　

　　　　　　　　　　　
1いま優 らうて な玉酸チグ事そ増でばの境

　　　　　　　　　 　
　
　
　

　
　
　
　

　　　　　　　　　　　
　

伊
)
(
い
ニ9
8
0
療
ま
ぞ0
1
外

寺
ち
C
)
リ
0
業
治
臓
れ
“
科

み
K
一
ク
れ
卒
ん
肝
そ
得
内

日 ロ 肝臓まで広く研さんを積み、

　　　　　　　 　　　　　　　　
く側 ポなか 工で うし 内科外科クリニックを開院。

　
　　 　　 　 　 　　 　　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

っ
か
り
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
、
そ
う

で
な
い
グ
ル
ー
プ
の
比
較
研
究
で

は
、
前
者
は
後
者
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
症
割
合
が1
0
倍
近
く
低
か

っ
た
こ
と
を
、
東
京
医
科
歯
科
大
な

ど
が
報
告
し
て
い
る
。
歯
磨
き
の
ポ

馨ゑ
r-
イ
ン
ト
は
「
歯
と
歯
の
間
か
ら
裏
側

圃
ま
で
、
1
本
1
本
て
い
ね
い
に
磨
く

脇
こ
と
」
と
、
伊
藤
院
長
は
言
う
。

、
う
。
ロ
腔
ケ
ア
を
し

バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事

唾
液
の
質
を
高
め
る
に
は腸
内
環

境
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
だ。「
腸
内

の
善
玉
菌
が
増
え
て
安
定
す
る
と
、

ば
い
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
い

で
く
れ
る
唾
液
中
の
1
g
A
抗
体
が

増
え、
免
疫
機
能
が
高
ま
り
ま
す
」
。

そ
の
た
め
に
は、
バ
ラ
ン
ス
良
い
食

事
が
大
切。
毎
日
の
食
生
活
で、
ヨ
ー

グ
ル
ト
や
発
酵
食
品(
納
豆、
キ
ム

チ
、
み
そ、
チ
ー
ズ
な
ど
)、
そ
し
て
酪

酸
菌
を
増
や
す
食
物
繊
維(
ゴ
ボ
ウ
、

玉
ネ
ギ、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
J一
ン
ニ
ク

な
ど)
を
日
常
的
に
摂
取
し
た
い
。

「
夜
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
取
っ
て
、

て
い
ね
い
に
歯
を
磨
い
て
寝
ま
し
ょ

う
違
□
の
中
の
細
菌
の
繁
殖
が
抑
え

ら
れ
、
寝
て
い
る
間
は
副
交
感
神
経

優
位
に
な
る
の
で
消
化
吸
収
が
進
み

ま
す
。
目
覚
め
が
さ
わ
や
か
で
、
よ

い
体
調
を
保
て
ま
す
」
。
忘
年
会
シ

ー
ズ
ン
で
気
が
緩
み
、
生
活
が
乱
れ

が
ち
な
年
末
年
始
。
伊
藤
院
長
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
生
か
し
て
欲
し
い
。

今
や
世
界
中
の
注
目
を
一

身
に
集
め
る
存
在
と
な
っ
た

大
谷
。
だ
が
、
「
フ
ァ
ン
は

期
待
す
る
も
の
。
そ
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
楽
し
み
の
1

つ
。
現
役
も
中
盤
。
終
わ
り

が
見
え
て
き
た
中
、
今
を
楽

し
ま
な
い
と
も
っ
た
い
な

い
」
と
、
現
在
は
野
球
中
心

で
あ
る
こ
と
も
伝
え
た
。
今

季
は
製
本
塁
打
で
日
本
人
初

の
M
L
B
本
塁
打
王に
輝
い

た
。
「
そ
こ
に
停
滞
し
て
し

ま
っ
た
ら
面
白
く
な
い
。
常

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
が
僕
の
楽
し
み
」
と
、
29

歳
の
世
界
的
ス
タ
ーは
さ
ら

な
る
飛
躍
を
期
待
させ
た
。

タ
ー

一
元マ

リ
ナ
ー

特
別
補
佐
幕

タ
ー
の
イ
キ

と
ミ
ズ
ノ
の

ジ
エ
ク
ト

皿

ジ
ュ
ウ
イ
キ

バ
ッ
ト
3
々

れ
る
。0
8
年

ー
氏
の
バ
吋

し
て
き
た
夕

ク
ラ
フ
ト
っ

け
て
相
談
'

て
作
り
上
梓

だ
。
長
年
愛

チ
ロ
ー
モ
州

に
、
試
合
で

う
に
軽
量
ル

理
想
や
レ
バ

選
べ
る
よ
と

設
計
や
重
弐

タ
イ
プ
を
榊

パ
ッ
ト
を
使
っ

ー
氏

【特 集】

　
　

　

〆
も

ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任
し
た
大
谷
糊
平

求
人
情
報
サ
イ
ト
「
バ
イ

ト
ル
」
な
ど
を
運
営
す
る
デ

ィ
ッ
プ
株
式
会
社
は
今
月1
5

日
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
大
谷
期
平

投
手
(2
9
)
が
ブ
ラ
ン
ド
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任
し
た
と

発
表
し
た
。
同
社
が
運
営
す

る
求
人
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
夢
を
叶
え
る
仕
事
に

出
会
お
う
。
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
C
M
に
出
演
。
「
夢
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
人

と
一
緒
に
夢
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
大
谷
の
熱

い
思
い
が
こ
も
っ
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

C
M
撮
影
は
、1
1
月2
9
日

に
米
国
で
行
わ
れ
た
。
同
社

の
創
業
者
、
冨
田
英
揮
代
表

取
締
役
兼
C
B
0
と「
哲
学
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
対
談
動
画

で
は
、
自
身
の
「
夢
」
な
ど

に
つ
い
て
も
語
っ
た
。
今
年

3
月
の
W
B
C
、
史
上
初
と

な
る
2
度
目
の
満
票
M
V

P
、
右
肘
手
術
ま
で
の
激
動

cEO冨田英 又m
文寸言炎し六こブヒノ吾輩IJSF

ク
が
例
年
以
上
に
高
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
都
道
府
県
別
だ
と
、
ト
ッ
プ
の
北
海

い
き
たい
」の

1
年
を
回
顧
。
「
今
も
夢

を
持
ち
続
け
て
い
る
?
」
と

の
問
い
に
は
、
「
ま
だ
ま
だ

達
成
し
た
い
こ
と
は
自
分
の

中
で
持
っ
て
い
る
。
今
日
で

現
役
が
終
わ
り
と
い
う
日
ま

で
変
わ
ら
ず
に
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
」
と
明
言
。

「
今
後
の
人
生
設
計
」
に
つ

い
て
は
、
「
野
球
選
手
と
し

て
注
目
さ
れ
る
の
は
あ
り
が

た
い」
と
前
置
き
し
た
上
で
、

「
結
婚
や
子
供
も
含
め
て
、

平
穏
に
暮
ら
し
た
い
な
と
い

う
か
。
心
が
平
穏
な
こ
と
が

何
よ
り
も
良
い
こ
と
な
の
か

な
と
思
う
。
私
生
活
は
そ
う

で
あ
り
た
い
。
仕
事
柄
、
多

く
の
人
の
前
で
プ
レ
ー
し
て

い
る
の
で
、
そ
れ
は
ま
た
違

う
楽
し
み
」
と
明
か
し
た
。

高
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